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電子回路や通信システムの高周波化に伴い高周波領域の電磁波吸収体の需要が高まっている。

電磁吸収体の主な材料には、フェライトの焼成体や軟磁性金属、フェライトや炭素材料を分散さ

せた樹脂などが用いられる。ミリ波のような高周波数帯域で高い吸収率が必要である場合には、

フェライトの Snoek 限界や軟磁性金属の渦電流損失増大による吸収率の低下を回避するため、こ

れらの影響を受けない炭素材料やハードフェライトなどが用いられている。 

本研究では、炭素材料と金属をウレタン樹脂に混合分散することによって簡素であり、且つ、

高周波領域に特化した電磁波吸収体を作成し、その特性を評価した。CNT を用いた電磁波吸収体

として、ＣＮＴ混合ウレタン樹脂を作製した。ＣＮＴは、0ｗｔ％から 0.1ｗｔ％，0.5ｗｔ％、1.0

ｗｔ％，3.0ｗｔ％の試料を作成し、同軸管法による測定を行った。 

Fig.1に作製したＣＮＴ電磁波吸収体を示す。Fig.2に示すように、リファレンスとしたCNT 0wt%

に電気物性の減衰特性が現れ、CNT の添加と共に高周波帯域で概ね低周波数側に減衰のピークが

移動することがわかった。特に、9GHz のピークは CNT 添加によって減衰量が低下することがわ

かった。低周波域でも周波数のシフトは高周波と同様の傾向がみられるが移動量は少なく、減衰

量は 3wt%時のみ高周波域と同様に増加することがわかった。 

 

Fig.1 CNT Electromagnetic wave absorber   Fig.2  Transmission decay rate of electromagnetic waves 
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